
 

場　所  政策会議室 

出席者　市長、大山副市長、大島副市長、教育長、企画部長、行政経営担当部長、 

総務部長、市民生活部長、経済環境部長、保健福祉部長、こどもみらい部長、 

都市部長兼国県･企画調整担当部長、土木部長、議会事務局長、消防長、教育部長 

 

１　協議事項 

（１）市議会９月定例会における総括質疑及び一般質問に関する調整について [総務部] 

市議会９月定例会の総括質疑及び一般質問に関する調整を行った。 

 

２　報告事項 

（１）市議会９月定例会市長追加提出予定議案等について [総務部] 

９月定例会の市長追加提出予定議案等について報告した。 

 

（２）市政現況説明会（秋季）の実施について [市民生活部] 

１０月１３日から市内７地区で開催する市政現況説明会の概要について報告した。 

 

（３）市制５５周年記念 第５９回伊勢原観光道灌まつりの開催について [経済環境部] 

　　　１０月３日・４日に開催する伊勢原観光道灌まつりの概要について報告するとともに、 

職員の業務従事への協力を依頼した。 

 

３　その他連絡事項 

（１）自治会要望の受理状況について [市民生活部] 

要望件数及び要望を提出した自治会数等の状況について報告した。 

 

（２）神奈川県ＣＩＯ兼ＣＤＯによる部長級向けＤＸトップセミナーについて [企画部] 

　ＤＸ・ＡＸの一層の推進に向け、神奈川県ＣＩＯ兼ＣＤＯである江口 清貴氏（LINE(株)

執行役員）を講師に招き、部長級を対象としたＤＸトップセミナーを開催することにつ

いて報告した。 

 

 



（３）熊本地震被災地への支援状況等について [総務部] 

　被災地への職員派遣の状況について報告するとともに、今後予定されている中長期の

職員派遣について各所属への協力を依頼した。また、各種募金活動の結果について報告

した。 

 

（４）ＮＦＴ販売用写真データ収集にかかる協力について [企画部] 

　ＮＦＴ販売用写真データの収集について、改めて各所属への周知を依頼した。 

 

４　指示事項等 

＜市長＞ 

・決算資料について、改めて内容の確認を行うこと。 

・総括質疑や一般質問などの議会対応について、議員との調整を早めに進めること。 

・伊勢原観光道灌まつりについては、全庁一丸となって盛り上げること。 

・熊本地震被災地への職員派遣について、可能な限りの支援と協力をすること。 

・カスタマーハラスメントの対応に向けた制度設計については、現場の実態に即した実効

性の高い方針とするよう、調査・研究を行うこと。 

・ＮＦＴ販売用写真データの収集については、改めて庁内協力を呼びかけること。 

 

＜大山副市長＞ 

　・決算資料をはじめとする議会関係資料について、誤りがないよう各部が連携して内容の

確認を行うこと。 

・決算審査にあたっては、各事業の効果を検証し、縮小や廃止が可能な事業を精査する視

点を持って臨み、次年度予算編成への反映に向けて、部長が中心となって進めること。 

 

 

　以　　上


